
多賀城市歴史的風致維持向上計画に配慮した中央公園の整備 ○
平成25年度　～　平成29年度　（5年間） 多賀城市

・中央公園の供用面積を、3.0haから5.7haへ拡大する。

（H25当初） （H27末） （H29末）

3.0ha 4.7ha 5.7ha

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H25 H26 H27 H28 H29 策定状況

A-1 公園 一般 多賀城市 直接 中央公園整備事業 多賀城市 236

合計 236

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）
事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29 策定状況

合計 0

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29

合計

番号 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業
事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29

合計

番号 備考一体的に実施することにより期待される効果

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（面積等）

全体事業費
（百万円）

費用便益比
（延長・面積等）

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度）

多賀城市 5工区および6工区　3.7ha

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）

費用便益比
（事業箇所）

Ｄ 0百万円
効果促進事業費の割合

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

交付対象事業

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
260百万円 Ａ 236百万円 Ｂ ０百万円 Ｃ 0百万円

中央公園の供用面積の調査

別紙５－１

社会資本総合整備計画（社会資本整備総合交付金）
計画の名称 重点配分対象の該当
計画の期間 交付対象
計画の目標

　中央公園は、多賀城市唯一の総合公園として、市民の運動やレクリエーション活動を支援する目的で整備を進めてきたところである。また、市では昨年度「多賀城市歴史的風致維持向上計画」（Ｈ23～32）を策定したが、中央公園は、古代多
賀城南門に至る南北大路が配置されていた場所で、当該計画に基づいて公園敷地内に南北大路の復元事業を計画している。
　このような背景を踏まえ、公園整備に際し、当該計画の趣旨を取り入れた一体的な整備を行って、多賀城市のレクリエーション拠点のみならず、多賀城市の歴史・文化、観光の拠点として魅力ある空間の創出を図る。

平成29年10月31日



交付金の執行状況
（単位：百万円）

※　平成２６年度以降の各年度の決算額を記載。
※　平成２９年度は、決算額が確定でき次第記載。

不用額
（h = c+d-e-f）

0 0 0 0

うち未契約繰越額
（g）

0 0 0 0

未契約繰越＋不用率が10％を超えている
場合その理由

- - - -

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

翌年度繰越額
（f）

35 0 10.3 13.1

支払済額
（e）

5 55 12.2 11.9 48

前年度からの繰越額
（d）

5 35 0 10.3 13.1

交付額
（c=a+b）

35 20 22.5 25 11

計画別流用
増△減額
（b）

0 0 0 0 0

配分額
（a）

35 20 22.5 25 11

H25 H26 H27 H28 H29


